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研究成果の概要（和文）：本研究は、『アジア共同学位の視点に立つ』『教員養成のための』『アセスメントと
リーダーシップ』というテーマを掲げて、教員養 成の質を担保していくため、アジア共同学位プログラムの視
点に立って、欧州起源の概念であるアセスメントとリーダーシップという 分野でその基礎を固め、将来の転換
点とした。アングロサクソンからの参 加者中心の会議の中でも存在感を大いにアピールすることができた。日
本独自の教育文化があるため、「assessment&evaluation」と いう西洋と同じ俎上に乗りながら、Community of
 Practices にも関わりつつ、概念枠組みと可視化を行うことができた。

研究成果の概要（英文）：This research aims to guarantee the quality of teacher training, with the 
theme of "stand on the perspective of Asian Erasmus Mundus", "for teacher training", "assessment and
 leadership", as a viewpoint of the Asian joint degree program He stood up and settled its 
foundation in the field of assessment and leadership which is the concept of European origin and 
made it the future turning point. I was able to appeal to a great presence in the meeting among the 
participants from anglo saxon countries. Due to the unique educational culture in Japan, we were 
able to visualize the conceptual framework which means participation in the Community of Practices, 
while sitting at the same table as the West of "assessment & evaluation".

研究分野： 教育アセスメント
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 わが国においても、形成的アセスメントの

深い浸透が求められる。従来型の形成的評価

は教師が意思決定の主体であったのに対し

て、それは、児童生徒が調整・制御し、将来

に向けた認知・観察・解釈する意味となり、

学習を観察するプロセス、学習プロセスにお

けるエピソードそのもの、リフレクションと

進捗状況の自叙伝的理解の一部にまで概念

を拡張した。さらに、背景にある主要能力（キ

ー・コンピテンシー）の究極の目標として「如

何に学ぶかを学習する（ラーニング・ツウ

ー・ラーン）」があげられる。この概念がこ

れからの教科授業の基盤となるであろう。

OECD では、教師のアセスメントリテラシー

の立場を、形成的アセスメントに見出し、そ

れを『質』向上の中核に位置すると考えてい

る。国内では、学習指導面での形成的アセス

メントと学校運営面での学習リーダーシッ

プを切り離して論じられるが、本来は、学習

のためのアセスメントを中軸に据えたより

一層のあらゆるレベルでの改善こそが必要

であり、それは、構成員の行動思考の動機づ

けの理解、さらに問題解決を可能にしその助

けとなる事柄の関連性の理解につながり、授

業・学校文化変容に資するものとなる。言い

換えれば、このアセスメントリーダーシップ

は、教師をエンパワーするもの、アジア共同

学位のテーマにふさわしいアジェンダとな

る。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、『アジア共同学位の視点に立つ』

『教員養成のための』『アセスメントとリー

ダーシップ』というテーマを掲げて、教員養 

成の質を担保していくため、アジア共同学位

プログラムの視点に立って、欧州起源の概念

であるアセスメントとリーダーシップとい

う分野でその基礎を固める。まず、教科での

自己調整学習を踏まえ日本からのアセスメ

ントの再定義を行う。その上で大震災を経験

した東北地方を日本のモデルとするような、

モード２サイエンス（個人の主体的研究活動

から異なる専門を持つ多数の研究者の共同

作業へのシフト）から入り、モード３サイエ

ンスを志向し「サスティナビリティ」を切り

口に未来志向の４つの概念をアジア共通の

課題として据える通教科的設計に基づき、ア

セスメント・リーダーシップに対応した教員

養成のテキストを生み出し、将来の転換点と

していく。 

 

３．研究の方法 

 優れた「アセスメント」についてレビュー

し、背景にある社会文化的アプローチによる

方法論と集約された研究知見の国際的な交

流の繰り返しの中で、日本の小中高の学校で

の類似した経験からデータを収集し、東アジ

アの中での日本の経験を付き合わせ比較に

より練り上げることにより、日本の学校とい

う社会文化、組織文化における自前の評価枠

組を実証的に得る。 

 

４．研究成果 

 本研究では、「『アジア共同学位の視点に

立つ』『教員養成のための』『アセスメント

とリーダーシップ』」というテーマを掲げ、

教員養成の質を担保していくため、アジア共

同学位プログラムの視点に立って、我が国が

欧米との緊張関係の中でアセスメントとリー

ダーシップという分野でその基礎を固めるこ

とができた。切り口として、算数・数学など

教科での自己調整学習を踏まえて国内外で検

証しつつ日本からのアセスメント概念の再定

義から入る。と同時に震災を経験した東北地

方を日本のモデルとすべく、モードⅡサイエ

ンス（個人の主体的研究活動から異なる専門

を持つ多数の研究者の共同作業へのシフト）

からのコンテンツを創る。その上で、未来志

向の「サスティナビリティ」を切り口にした

諸概念をアジア共通の課題として据える教科



横断型の設計を試行し、最終的に教科とリン

クした知見をもとに実績を積むことを目的と

する。 

  中でも、カリキュラム改革の現代的な動向

を踏まえて,1990年代までのスクール・ベース

ト・カリキュラム開発(SBCD)の伝統的なパラ

ダイムを再検討した。今日SBCD は，持続可

能性，起業家精神，グローバル化とシティズ

ンシップのような未来指向の概念間の緊張と

して、伝統的なパラダイムに抗して発展して

きている。またそれは形成的アセスメントと

して学校での広い形で使用されることでウチ

とソトの拮抗作用としてのインセンティブへ

とSBCD を拡張している。ここでアセスメン

トは日本の文脈において文化に埋め込まれた

ペダゴジー（教授方法）という性質から吟味

された。アセスメントは多くの場合，教育改

革を進めるためのつまずきの石と見なされる。

課題は，アセスメント実践と同様にスクール

ベーストでの取り組みのイニシアティブに関

する経験のグローバルな交流を促進すること

である点を課題とした。 

  アセスメントについては、教室アセスメン

ト（classroom assessment）に焦点を絞り、学

びを創り出すアセスメント（Assessment for 

Learning: AfL)概念の日本型定義を教員調査に

より行う方向で検討した。 

 リーダーシップに関しては、教え方を変え

たくなるようなコンテンツの重要性を高等学

校（あるいは、中等教育学校）にて共通理解

して、発展させた。 

 さらには、アセスメントとリーダーシップ

の双方の関係については、特定の地域に焦点

を絞り、代表者は、カナダで開催された専門

家化会合において、日本の深い文化は、AfL

という学びを創り出すアセスメントをより

「うまく」「十全に」遂行するという仮説を

得るに至った。その仮説に基づいて、アジア

と日本独特なものと区別し、欧州での Earli 

2012 会合にて行った提案である「気づき」

(Kizuki)を、地域の関係者、保護者や祖父母の

影響も考慮に入れ、より精緻化した提案を行

い、その一部は、Advances in Research on 

Teaching のBook Chapter において出版した。 

 いずれにしても、アセスメントとリーダー

シップが、双方とも、participatory なアクショ

ンリサーチを必要とするものであることも判

明し、様々な仕組みをもとに、学校や教員と

コラボを行い、教室レベルから学校レベルに

至るまで、草の根的な埋もれた「仕掛け」な

ど、実践的知識を、ブラックボックスからグ

ラスボックスにしていくように仕向けていく

展望をもちつつ、国際的な俎上にも載せられ

るように、着実な成果を積み上げることがで

きた。 

  また、カナダの実践と政策のネットワーク

CAfLN (Canadian Assessment for Learning 

Network) に学んで、JAfLN (Japanese 

Assessment for Learning Network) という国際

共同学位にも通じる国内外のネットワークの

ための、英語論文Cultural Perspectives on 

Classroom Assessment: A Path Toward the 

“Japanese Assessment for Learning Network” を

海外に公表した。 

  こうして、本研究は、アジア共同学位プロ

グラムの視点に立って、中間地点を経過した

後は、日本独自の教育文化があるため、

「assessment & evaluation」という西洋と同じ

俎上に乗りながら、それをどのように概念枠

組みと可視化を行うかにチャレンジした。レ

イヤー、ループ、プロセスなどシステムとし

てとらえることを通じて、学校内外のシステ

ムに7つの要素を立体的に大胆に付置するこ

とにより、複雑性とそのダイナミズムが少し

でも伝達できるものとなった。 

  ４年目となる２８年度には、豪州ブリスベ

ンでは、Assessment for Learning の第６回大会

に招待されることになり、アングロサクソン

からの参加者中心の会議の中でも、日本の存

在感を大いにアピールすることができた。さ



らに、イスラエルでのISATT Regional 

Conference 2016 にも招待され、アセスメント

の日本文化からのアプローチは、可視化して

いくことが求められ、不可欠であることが見

えてきた。 

 この一連の流れを受けて、東北師範大学大

学院博士課程の国際比較教育学の大学院生を

１年間、特別研究学生として受け入れ、上記

のアプローチで、日本の校内研修に関して、

日英２本の論文を共著で書くことにより、

2018年に博士号を東北師範大学にて取得する

ことができた。 

 最終年度である２９年度には、シンガポー

ルでは、Asia Pacific Educational Assessment 

Conference(APEAC)第３回大会に招待され、ア

ングロサクソンからの参加者中心の会議の中

でも存在感を大いにアピールすることができ

た。マレーシアでのBETT (British Educational 

Training & Technology) Asia 2017 には、新規の

アジアで市場調査した１００あるうちのトッ

プアジェンダである「アセスメント」のセッ

ションで招待された。ヨーロッパではなく、

なぜアジアなのか、集合意識をベースにする

アジアなのか、模索した挙句に、とりわけ日

本文化からのアプローチは可視化していくこ

とが求められ、不可欠であることが見えてき

た。インドの古代「インドラネット」の比喩

を挙げて、東アジアにおける「関係」を押さ

えて、そのダイナミズムに手応えを感じるも

のとなった。 

 特に、この２つの招待講演と前後して、チ

ェコの教育省IAC（Czech Institute of Academic 

Education）に採択された論文は、OECDのア

ンドレアシュライヒャー局長からは、大変興

味深いフレームであるため、グローバルコン

ピテンシーアセスメントに関心のあるメンバ

ーに紹介したという結論に達した。 

 前後して、東北師範大学では、国際比較教

育学の大学院生4～50名向けの講義を担当し、

今後につながるものとなった。 

 こうして、ダブルディグリーやジョイント

ディグリーという制度面での架橋づくりは軌

道に乗せるに至っていないものの、アジア型

エラスムンドスを日本の教育分野から、５か

年の研究の積み上げとして実り多いものとな

り、手応えを強く感じられるものとなった。 
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